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子どもが作る「弁当の日」が今年で10年になるそうです。香川県の竹下校長先生が始めたこの取り組みは、今では全国600校以上にも広がっています。『こどもが作る「弁当の日」は、献立作り、買い出し、調理、弁当詰め、片づけまで、全部やるのはこども自身。決して弁当に点数をつけたり、評価をしたりしません。こっそり親に手伝ってもらう子がいても、それでいい。全部自分で作った友だちの弁当を見るうちに、きっとその子も「次は自分で作ってみよう」と密かに決心するはずだから…。“弁当の日”を通して、育つ環境が変わった子どもたちには、こんなことが起こりました。いくら見かけが悪くても「自分で作った弁当」をうれしそうに食べる。朝から友達と弁当の見せ合いっこをする。友達のおかずに刺激され、台所で練習し始める。両親や祖父母に料理の作り方を聞くようになる。親が病気したとき、食事を作ってあげるようになる。食事を作る家族や給食調理員の思いが分かり、残食がなくなる・・・子どもたちの「１人前になりたい」「家族の役に立ちたい」「ありがとうって言われる存在になりたい」という思いを叶えるきっかけ、それが「弁当の日」。』（ホームページから抜粋）

とても、あたたかい取り組みだなと思い紹介しました。さらに、竹下先生の児童に贈った言葉が素敵です。ほんの一部ですが、『食事を作ることの大変さがわかり、家族をありがたく思った人は、優しい人です。食材が弁当箱に納まるまでの道のりに、たくさんの働く人を思い描けた人は、想像力のある人です。「あるもので作る」「できたものを食べる」ことができた人は、たくましい人です。』などなど、どれも心のこもった一言です。　

さて、今回の特集は子育て支援分科会！わが地域にもさまざまな、心がほんのりあたたまるような活動が、たくさん花開いています。ぜひ、ご一読してみて下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　













桂台地域ケアプラザのケアマネジャーは、現在４名です。（勝呂、八巻、中野、井上―全員女性です）メンバーのうち、中野、井上は昨年からケアマネジャーになりました。それでは、一言ずつ「皆様とよりよい関係を


作っていけるように頑張っ


てまいります」（中野）


「皆様が安心して生活でき


るよう暖かくご支援させて


いただきます。」（井上）


皆さま、どうぞ


よろしくお願いします。








平成22年８月号





地域交流プログラムのモニターを募集しています。


一定の期間この広報紙をお読みいただき、アンケートをお願いするものです。紙面の充実のためにぜひご協力下さい。


モニター期間：9月～2月　　先着：10名


ご協力いただいた方には、粗品を贈呈いたします。


ご応募お待ちしています。　　　　　


連絡先：桂台地域ケアプラザ　

















井上





ケアプラザの協力医で内科医の龍先生による、無料の健康相談を下記の日程で行なっています。身近な病気の相談など丁寧に対応して下さいます。（予約優先）


協力医：龍　覚先生（上郷医院　院長）


日　時：８／２７（金）


９／１０（金）９／２４（金）


１３時半～１５時


場　所　桂台地域ケアプラザ　相談室











中野











「マジックショー＆創作紙芝居」の豪華二本立て！


～笑いと感動で暑さをふきとばしましょう～


日時：8月25日（水）


　　　紙芝居上演　　　　13：30～14：00


　　　マジックショー　　14：00～15：00





場所：桂台地域ケアプラザ　２Ｆ多目的ホール


出演：「紙芝居一座　さかえ」の皆さん


　　「いたちマジッククラブ」金子和男さん　他


対象：幼児～どなたでも（未就学児は保護者同伴）


申込み：電話か直接ケアプラザへ











